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ら以後の手術操作が易しい。ω 皮膚に縫合は不要で、あ
る。 
9. 1.ストマイに圏各残腎尿毒症の 1例
桜井得一
患者 47男性， 5年前1例結核腎摘出手術を受<， 
本年9月重症腸結核症状を発し，ギヒド守ストマイ 
10日間 10gにて完全に治L前跨脱症状を治するた
め 1週2問 0.5g宛注射し居たりしに，麻疹様発疹
次し、で尿毒症様昏睡になり死に総る。本症に特異な
事は，麻疹様発疹は自宅血液注射により 11=1にして
消槌した事及声音~抑夏を起した事で、あった。
2.ベエシリシアレルギーの激務なQl痕例
患者27才女，ズルブアシシ剤に高度の特異質あ
り，過去に於て約 35回のペニシリ γ注射の経験あ
り，最近注射部位に局所反応を見たりしに今回泊性
ぺ二シリン 30万単位の注射により直後心停充進，
顔面潮紅，上体音lC浮腫を起し重篤の症状を起した。
アレルギー体質の確実に有る者に対してはペニシリ
ン注射は注意すべきで、ある。
追加 ベエシ9シ副作用の 1症例
大枝墜(中保〉
30才業態婦定期検診にてワ氏反応陽性，油性
ペ二シリシ 30万単位 3回連日筋注するに該部より
全身に藷麻疹様症状発生，約20日後再度ペニシリ
シ油性 30万単位筋注するに約 6時間後より同様症
状発生， ぺニシリ y 副作用によるものと考え中止
す。 2ヶ月後淋疾にて懸渇ペニシリソ 60万単位 2日 
連用するも何等障碍がありませんでした。 
同一ペニシリンでも副作用に差異があるようにJ思
われますので御報告致します。
態加 [1崎 製J 
ストマイ疹は定型的のものでな<，湿疹様のもの
から脱却j性皮膚炎に至る各種のものがみられ多型的
であると思われる。
謹'加 • 百瀬同剛1一
Str 戸cinによる尿管閉塞でで、はないか。斯様臼陀epμtmy泊 
な場合には，宵腎、痩設置，腰部尿管痩設置，或は尿管
閉塞部の如何によつては，尿管一腸一跨脱吻合術を
試みるのがよいo
趨加 竹内勝
桜井先生の症例につし、て更に Scratchtest，Pas-
sive Ube工廿agung，Chemischの Dataをしらベ
て追求研究出来ればよかった。
最近ペニシリンアレルギ{の 1例を経験し， 但 1 
回の Penicillin-olinjektion により Sterberiせる
例も経験した。 
10.豆大腸脱結容と帝王切開後に起った蹄脱
結石の各1例に就て
亀田・威夫(横浜〕
1) 患者は 33才の智能中程度の男子。 19才の時 
に約 7c. c.の電線を尿道に挿入した処跨脱内に落
ちた。共の後 13年間大なる苦痛なきため放置した
処 1ヶ年前より跨l此炎の症状が出て来たので、来院し
た。 X線にて大なる跨脱結石を証明し得たので、翌日
結石を摘出した。結石主1I子では結石が巨大なので挟 
み得ず，数年前に巨大勝脱結石を 2個の大スプーン
で挟んで摘出したと同様に，今回も 2個の大スプ{
シを使用して楽に手術を終った。
手術前にX線で針金が結石中に判然と見られなか
ったが，摘出した結石をX線で検査して見ると，結
石のほぼ中央にU字形になった針金を証明し得た。
結石の性分は供覧後調べるつもりであるが，重量 
200 gで(7x5.6x4.8)糎の大きさを有して居った。 
X線の検査，跨脱鏡検査共の他の検査で，跨J1t結石
は極めて楽に診断し得，この結石の多くは非観血的 
に容易に処置し得る今日，重量 200gのしかも針金
を核とせる結石を見るのは珍らしし、と J思われる。
患者は年齢33才，従来報告された 300g以上の
結石患者の年齢は砂〈共34才で， この点でも珍ら
しい例と云えよう。
2) 帝王切開手術後に発生した跨耽結石
24才の婦人， 某病院で約半ヶ年前に狭窄骨盤の
ため碕王切開を得けた。近噴排尿困難があるので来
院した。
X線検査で大豆大の 2伺の結石畦証明し得たが，
跨脱鏡検査して見ると，跨脱前壁より 2木の縫合糸
が出て居り大豆大の結石は其の先tr詰に密着して居つ
た。手術用勝脱鏡で
は}商i高宅苦P王切開手術時に跨脱を{傷第けてこれを縫合した際 
tにこ，カツトグ{トを使用せずず、，絹糸を使用したため
に吸収されずず、，何カか、のi機幾会に絹糸が粘膜商に出て来
て，この組糸の先端に結石が出来たと相像された。
追加 桜井得一
十代の青年で、あったが，虫ゴムを跨脱に挿入して
来りし患者，之を肢耽手術によりて取り出したとこ 
ろ，其の長さは等身大以 i二で、あった。長い跨脱異物
では最長と思う。
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